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献辞
　岡部卓先生は、日本社会事業大学社会事業学科卒業、明治学院大学院社会学研究科社会福祉学専
攻修了の後、自治体にて 10 年間ソーシャルワーカーとして活躍なさいました。その後、日本社会事
業大学講師として採用されて以降、研究・教育の道に入られ、1995 年より東京都立大学人文学部社
会福祉学科に助教授として着任、2001 年教授に昇任され、研究、教育、組織運営、社会的活動にお
いて多大な貢献をされました。
　岡部先生の研究は、人々を困難な状況におく社会のありようを容認しないという、ソーシャルワー
カーとしての経験に裏打ちされた信念に基づき、人々の生の可能性を追求する点に特徴があります。
先生は、社会保障、社会福祉のみならず、広く社会科学に関わる文献を丹念に読み解くことにより、
また、当事者（支援者、制度利用者）への社会調査をとおして、専門分野である貧困・低所得問題
とその方策に関する研究に邁進してこられました。そして、該博な知識・見識に裏付けられた数々
の鋭い論考は、人間の尊厳を最も重視するものであり、貧困・抑圧・排除のない社会の構築に、社
会保障や社会福祉がいかに寄与できるのかを明確に示したものであります。
　教育においては、上記研究に基づき、社会福祉学の学問としての社会的使命、社会保障や社会福
祉に関わる専門知識を伝えてこられました。とりわけ大学院教育においては、広く人文・社会科学（思
想、理論、歴史等）の知に触れることに重きを置き、自由闊達な議論をとおして数多くの研究者（博
士号取得者、主査 12 名）を輩出してこられました。
　組織運営においては、首都大学東京移行後に学生委員長、社会学コース長、社会行動学専攻長（2 期）、
人文・社会系長、人文科学研究科長として、都立大学人文学部 人文科学研究科の伝統を継承しつつ、
首都大学東京 人文・社会系 人文科学研究科としての新たなあり方を追求されました。
　社会的活動としては、日本社会福祉学会理事を 3 期務める等、学会活動を行うとともに、中央社
会福祉審議会・生活保護専門分科会、社会保障審議会・福祉部会、同基準部会等の国の審議会委員
や東京都社会福祉協議会理事、特別区人事厚生組合・個人情報保護審議会委員等の要職を歴任し、
国や東京都等に多大な貢献をされてきました。
　岡部研究室は、昼夜を問わず明かりがともり、先生を慕う多くの人々が集い語らう場となってい
ました。その中心にいらした岡部先生が本学を去られることは寂しいかぎりですが、今後は新天地
で一層、研究および教育に情熱を傾けるご予定とうかがっております。
　社会福祉学教室一同、永年にわたる先生のご尽力に感謝を申し上げるとともに、今後の益々のご
活躍を心からお祈りいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 3 月　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　首都大学東京社会福祉学教室一同
人文学報　No.515−3（社会福祉学　35）2019.3
1
岡部先生退官にあたって
見放さないこと
 堀江孝司
岡部卓先生から学ぶべきことはいろいろあるが、この短いエッセイであえて一つ取り上げるべき
としたら何だろうと考えた。それは、何物をも受け入れ、見放さない姿勢ではないだろうか。
岡部先生は、これまで実に多くの学生・院生を指導してこられたが、とにかく彼らとのつき合い
ぶりには、容易には真似できないものがある。提出の間際まで、卒論がほとんど進んでいない学生
にもとことんつき合い、最後はご自身の研究室に長時間、滞在させて、目の前で書かせるというよ
うなこともされていた。年末年始にも、指導をされていたように思う。もし指導教員が私だったら、
卒業が翌年になった、という学生も少なくないだろう。
さすがにこれは、間に合わないのでは、というケースでも、岡部先生は粘り強く、学生を励まし、
卒論が書けるのを待つ。元はといえば、そんなに追いつめられるまでちゃんとやっていなかった学
生の自業自得ではないかといえそうなものだが、それでも岡部先生は簡単には見放さないのである。
おそらく、「自己責任」は岡部先生の最も嫌いな言葉の一つであろう。
岡部門下には、多様な経歴・バックグラウンドの大学院生が集まってきた。岡部先生は、院生指
導にも多大な時間と労力を割かれ、こちらもとても真似のできないものとなっている。中には、す
ごく長い時間をかけて、博士の学位を取得する人もいる。私自身、院生生活がとても長かったので、
大学院在籍が長期化し、年齢も重ねてからの不安や焦りはよくわかる。先生から見放されていない、
と思えることの安心感は、何物にも代えがたいように思う。
結果として岡部研究室は、他とは比べ物にならないほど多くの研究者を送り出すこととなり、今
ではその活躍ぶりを目にする機会も多い。
学生委員長や学系長として、学生の処分に関わる機会も多かったようだが、いつも他の学系から
出る厳罰主義的な意見については、残念そうにしておられた。過ちを犯した学生を、簡単には見放
せないからだろう。
思えば、岡部先生にとって、このような教育現場での実践と、研究対象としての福祉がつながっ
ているということであったのだろう。失敗を繰り返してなかなか結果が出なくても、いつも期待を
裏切ってばかりでも、過ちを犯してしまっても、簡単には見放されずに受け入れてくれるとは、学
生から見れば、何とありがたい先生だろうと思う。
大学教員の仕事には、教育者、研究者としての側面に加え、行政官としての側面があり、ときに
は杓子定規なようであっても、規則を厳格に適用しなければならないこともある。規則だから仕方
ないのだが、何かにつけ窮屈な昨今、我々は過度に、必要のないところにまで、そうした厳格さを
持ち込んでいることはないか、もっと大らかに、学生を待つことはできないか、振り返りが必要な
ように思う。
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ところで、多くの学生がこのような恩恵を受けられるための不可欠なインフラとして、岡部研究
室の存在がある。岡部研究室には、アルバイトさんがほぼ常駐し、さまざまな事務仕事を担当され
ている。学内外で多くの重責を担われた岡部先生には、そうでもしないと、こなしきれないほどの
事務量があったということである。
同時に、いつも複数の大人がいて、多様なおやつがあって、お茶も出てくる岡部研究室は、学生・
院生にとって、近寄りやすい居場所でもあったのかもしれない。学生にとっては、お母さんのよう
な年齢のアルバイトさんや、少し年長の院生さんなどと話ができる研究室は、よい息抜きの場にも
なっていのではないだろうか。研究室が散らかり過ぎて、来客に座ってもらう場所もない（したがっ
て、面談は別室で行う）私には、これもまた真似できないことである。膨大な蔵書をお持ちの岡部
先生は、ご自宅に大きな書庫をお持ちなのだろう。大学の研究室は、すっきりと片づいている。こ
うした環境があればこそ、多くの学生が岡部先生にじっくりと待ってもらうことができたのだろう。
岡部先生がご退官されたあと、このような環境の代わりになり得るものを、とても提供できると
は思えない。せめて、岡部先生の十分の一ほどでも、待てる教員にならなければ、とも思う。それ
ともまずは、せめて学生が座れるスペースの確保だろうか。しかし、そのためには、書庫のある大
きな家を探すところから始めなければならないと、私は途方に暮れるのである。
私にとっての岡部先生
 阿部　彩
私が初めて岡部卓先生とお会いしたのは、おそらく、前職の国立社会保障・人口問題研究所にお
ける研究会であったと思う。もう 20 年は経ったであろうか。当時、私は駆け出しの研究者で、よく
言えば野心的、悪く言えば、利己的でいい気になっている若手研究者であった。貧困研究者が比較
的に少ない時代であり、研究所には貧困や公的扶助に興味がある同僚がいなかったこともあり、そ
の頃の私は日本の長い貧困・公的扶助研究の系譜も知らないくせに、「私は日本で唯一の貧困研究者
になるんです！」といったような青臭さでギトギトしていたと思う。思い出すのも恥ずかしい。岡
部先生のように長年日本の貧困研究を見てきた方からすれば、アメリカ帰りの部外者（私は社会福
祉学やソーシャルワーク論の出身ではない）が日本の貧困をよくも語れるもんだ…と思われたと思
う。しかし、岡部先生は終始腰の低い姿勢を崩さず、丁寧につきあってくださった。その後、私と
岡部先生は長い付き合いとなり、2015 年度からは研究室が隣通しという近さになるのであるが、岡
部先生は最後までこの腰の低さを崩さなかった。ずっと年下（ずっとでもないか…）の私に対しても、
常に尊敬語で話し、自分のことは常に謙遜し、相手を敬う。この謙虚さは、どこから来るのであろ
う…と何度不思議に思ったことか。
その後、より岡部先生のお人柄を知るようになったのは何といっても社会保障審議会の保護基準
部会でご一緒するようになってからであろう。保護基準部会は、苛酷な会議である。数値が多く、
それをフォローしつつ、行間を読まなくてはいけないこと、どこで何を言うべきかの駆け引きなど
があり、脳ミソをフル回転させていないと議事についていけない。が佳境に入ってくると、議論が
制御の利かなくなったタービンのようにただブンブン回ってしまうのであるが、そんな時、岡部先
生が発言するのである。それが、いつも、基本の基本、何が大事なのか、何のために生活保護制度
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があるのか、に立ち返らせてくれる。岡部先生は、基準部会の灯台のような存在であった。
そんな岡部先生だったので、同じ職場のポストの公募が出た時、私は迷わず応募した。前職は研
究するには理想的な場であったし、昇進もして、自分の思う方向に組織を動かせるようにもなって
きた。しかし、まったく迷わなかった。何故なら、志を同じくした人々と毎日を共にし、研究や教
育をしたいという強い思いがあったからだ。岡部先生とご一緒の職場というのは、そういった意味
でとても魅力的であった。私がなぜ首都大に転職したのか…と訊かれたら、迷わず、「岡部先生がい
らしたから」と答える。
しかしながら、私が首都大学東京に移ってから４年間。岡部先生と思う存分ご一緒に研究や教育
ができているかというとそうではない。過去４年間、またおそらくずっと長い間、先生は大学のマネー
ジメントの重い責任を担っていらして、傍から見てもお気の毒なくらい大変そうであった。お人柄
の故か、誰もが岡部先生に頼っているようであった。たまに立ち話をさせていただく時も、言葉の隅々
に自分の研究時間とご健康を削って、皆のために働いていらっしゃるストレスが垣間見れた。
なので、この３月にて岡部先生が首都大のもろもろのお役目から解放されたことについては、心
から「おめでとうございます」とお伝えしたい。そして、これからは思う存分、ご自分の研究をし
ていただきたい。その末端に、私も加えていただければ私としては最高の幸せである。
日本の貧困研究は、今一度、見直されるべき時に来ている。古い都立大の時代からの伝統に恥ず
かしくないよう、新しい都立大の貧困研究を位置付けていくために、岡部先生のご研究が必要である。
岡部先生からの学びとエンパワーメント
 和気純子
岡部先生との出会いは 30 年程前に遡る。その頃、岡部先生は横浜市金沢区の福祉事務所のケース
ワーカーをされていた。20 代半ばだった私は、アメリカの大学院でソーシャルワークの修士課程に
在学中で、講義課目の単位を取り終えて、残りの 900 時間の実習を日本で取り組むために帰国した
ところだった。アメリカの修士課程におけるソーシャルワーク実習は、実習指導者が修士号以上の
資格保持者であることが要件であったが、当時、日本で修士号をもって現場で実践されている方は
極めて少なかった。幸運にも私の学んでいた大学院にサヴァーティカルでこられていた先生が岡部
先生と親しいご関係にあり、その先生を通して岡部先生をご紹介していただいた。当時は、社会福
祉士・介護福祉士法が制定されたばかりで、実習教育がまだ根づいていない時期である。そのよう
ななかで、横浜市と全く縁のない海外の大学に在籍する私を、2か月もの長期にわたり実習生として
受け入れていただけたことは、奇跡ともいえる幸運であった。しかし、よく考えてみれば、それは
単なる奇跡でも幸運でもなく、まだ 30 代で若い岡部先生ではあったものの、福祉事務所のなかでイ
レギュラーな依頼を受け、それを実現できる調整力と職場内での信頼があったからに他ならない。
実習先では岡部先生をはじめ多くのケースワーカーの方々にお世話になり、貴重な経験を積ませ
ていただいた。岡部先生にも様々な現場への訪問に同行させていただき、岡部先生の利用者の方々
に対する言葉かけの一つ一つから大きな学びを得ることができた。特に印象に残っているのは、スー
ツを着ている男性ケースワーカーが多いなかで、岡部先生は比較的ラフな服装で（これは今もあま
り変わらないかもしれません…）仕事をされていた。その理由を岡部先生は、「スーツを着ると、ど
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うしても利用者の方に威圧的な印象を与えるから」と語っておられた。先生は常に利用者の立場に
たって物を考え、言葉を発する。けして高圧的、指示的な物言いや態度はとられない。岡部先生の
こうしたお人柄は、その後、本学でご一緒に仕事をするようになり、学生たちと触れ合う現場にお
いても全く変わらない。
それから月日がながれ、1998 年に本学に赴任することになった私は、利用者に寄り添う誠実な実
践者としての岡部先生のみならず、学系長として難問を調整する、教育行政においても比類なきお
力を発揮する岡部先生の姿を目の当たりにすることになる。その業務の全貌は到底計り知れないが、
教授会で議論を取りまとめる前後に、目に見えない難しい調整業務にあたられていたことは、隣の
研究室にいるものにも少なからず伝わってきた。「入室厳禁」という札が研究室前に張り出されてい
るときは、ピリピリとした雰囲気が周辺に漂い、おそるおそる廊下を通り過ぎたことが何度もあった。
誰も出勤しない土日や、夜遅い時間帯でもいつも岡部研究室には電気がついていた。「先生は果たし
て家に帰られているのだろうか…」。そんな心配をしたのは私だけではないだろう。
しかし、要職につき、難題に取り組まれているなかでも、隣のよしみでしばしば先生は研究室に
訪ねてこられ、美味しいお菓子などを差し入れてくださった。いつぞやは、先生が研究室で煮込ん
でつくられたという小豆やジャムなども頂いた。これが優しい甘さの絶品！お忙しいさなかでも、
いつも周囲への気配りを忘れない、飾らないお人柄の岡部先生の周りにはいつも笑い声がたえず、
多くの人が集っている。そのようなお姿を間近で拝見し、長きにわたりご一緒に働かせていただけ
たことは、私にとって大いなる幸せであり、財産でもある。
また、岡部先生には、いつもいろいろなことをご相談させていただいた。問題を抱える学生への
対応、大学の外での仕事、時には子育てに関わることまで、岡部先生はいつも真摯に相談にのって
くださり、的確な助言をくださった。そしてその助言は、けして理詰めではなく、相談している私
や相談の対象になっている学生を思いやり、自信を与えてくださる、まさにエンパワーリングなも
のであった。そのような先生が定年を迎え退職し、隣の研究室におられなくなることは、わかって
いたこととは言え、寂しい限りである。頼るべき大きな支柱を失う不安は拭いようがないが、立ち
止まっていることはできないい。先生の果たされた仕事を一部でも引き継ぎ、発展させ、後継につ
ないでいくことが、残された私達の使命である。そのためにも先生には本学を去られたのちも、引
き続き研究と教育の両面で様々なご指導を賜ることを切にお願いいたします。そして、岡部先生の
今後のますますのご健勝とご発展をお祈り申し上げます。
励まされ、育てられること
 長沼葉月
岡部先生は数々の学部生、院生の研究指導をご担当なさって、数々の研究者を育てあげてこられ
ました。特にひきこもりがちの学生に対する手厚く親身な指導は印象的でした。なかなか大学に来
られなかった学生さんが、最後岡部研究室で卒論を仕上げた後、教室のお祝い会にまで参加して下
さったりしたことなどを思い出すと、先生の研究室の持つ癒し・育成のパワーの奥深さを想います。
そういう先生の優しさは、研究室の中だけで発揮されたものではありませんでした。他所から来た
根無し草のような私にも、暖かいまなざしを注いでくださいました。少しその体験を書き綴ってみ
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ます。
私が岡部先生と初めて出会ったのは、2005 年 1 月に本教室に着任してからのことです。最初は覚
えなければいけない大勢の人たちや（どの先生方もすごすぎて実感がわかない日々）、大量の事務仕
事になじむのに必死で、あっという間に月日が過ぎ去っていきました。
最初に岡部先生の暖かさに触れたのは、まだ助手の頃、事務室で残って仕事をしている時でした。
着任したのが 1 月、会計書類の提出からシステムへの反映までのタイムラグを読み誤ったり、教室
で把握している金額と大学庶務方に直接請求がいくものとのズレ等があり、決算がどうにも合わな
くて、ゼロ決算にするために何度も計算し直して毎夜 8 時くらいまで大学に居て、夢の中にもエク
セル画面が出てきたりしていた頃でした。「大丈夫？無理しないで、ちゃんと帰って下さいね」と、
そんな感じの言葉を時々かけていただいたような気がします。
そのうち、研究の面でも色々とお声をかけて下さるようになりました。「論文を書く時間はとれて
いますか？」と励まして下さり、そのうち「あなたの研究は何をやっているか分かりづらい、一言
でそれを串刺しにできるような研究ができませんか」と、率直なご意見もいただきました。私自身、
研究の方法論として学んできたのは保健学や疫学・公衆衛生学で、実践領域としては精神保健の視
点からの相談業務で、でも一貫して焦点を当て続けてきたのは「家族」である、ということを、ど
う訴えたら良いのか分からないでいました。特に自分が「社会福祉学」や「社会学」をバックグラ
ウンドとして学んできたわけではないことへの引け目がありました。なので、先生がそんな風にお
声をかけて下さるたびに、「どんなふうに発信したらいいんでしょう」とご相談したりしていました。
特に、生活保護世帯の有子世帯への支援に関する研究や、板橋区との共同研究事業、東京都との
共同研究事業にお誘いいただいたのは私にとっては貴重な機会となりました。データ収集を行い、
分析結果をケースワーカーが役立てやすい形に分析して返す作業は大変楽しいものでした。学会で
結果をフィードバックすることで様々なご反響をいただけるのもうれしいことでしたが、研究を通
じてケースワーカーをエンパワーメントする、という体験できたのはほんとうに楽しかったです。
またこれらの研究事業の一環として岡部先生と一緒に研修会プログラムを担う機会もありました。
岡部先生の講義は大変勉強になるものでしたが、私の講義についての岡部先生からのフィードバッ
クもとてもありがたかったです。私の講義やワークショップの組み立てが、ちゃんと現場のソーシャ
ルワークに役立つものになっている、と、元生活保護ケースワーカーの岡部先生に太鼓判を押して
もらえる心強さといったらありませんでした。その後の忙しさに紛れて結局この頃のデータは報告
書にまとめただけで論文化できなかったのが心残りです。
その後も、私が折に触れ「自分は『本人と家族』を中心としたソーシャルワークのことを考える
ので精一杯で、本学における『社会福祉学』研究という意味では全然追い付けない気がする」と何
度も不安になり相談をするたびに、「現場に出向いてソーシャルワークのことをしっかり考え続けた
いと思っていることが大事なんです」と励まして下さったり、「あなたの研究はソーシャルワークの
研究ですよ」と力づけて下さったりしました。
研究のことだけではありません。私生活のことでもほんとうに細やかなサポートをして下さいま
した。結婚した時にはとても喜んでくださいました。どちらかというと、その後のワークライフバ
ランスの件をもっと気にかけて下さったかもしれません。特に結婚後数年間は、とても子どものこ
と等考えられる状況ではありませんでした。毎年度削られていく教室運営費、見通しの立たない年
間予算、システムの様々な変更。助手（助教）の時代にはこれらに対応しながらとにかく任期が切
れた後の就職活動に向けた準備も大変でした。ありがたいことに本教室で採用いただいてからは、
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今度はとにかく他の先生方の足を引っ張らないように教育を頑張ることに力を注ぎました。その後
も教室運営のタイミングも考えると、不妊治療をと考えてもなかなか進めることもできませんでし
た。こうした悩みをご相談してきたわけではなかったのですが、岡部先生からはハラスメントにな
らないようにと気遣いながらも、「無理しないで早く帰りなさい」とか「自分のライフプランのこと
を考えてもいいんですよ」と声をかけていただくことが多かったです。40 歳を目前にして、このま
ま諦めてよいのだろうかと思い治療に踏み込み半年以上たってようやく結果が出たとき、それでも
どの段階で教室に報告しようかと真っ先に相談したのが、ずっと気にかけて下さった岡部先生でし
た。とてつもない罪悪感で迷惑をかけて申し訳ないと切り出した私に本当にうれしそうな顔をされ、
その後も後押し下さいました。産休直前に父が亡くなった時、岡部先生にだけはご報告したのですが、
長くもめた両親の離婚協議の後、結局ほとんど会うこともなかった父にどんな感情を抱けば良いの
か分からなかった私に対して、先生の方が悲しそうな表情を浮かべて下さって、なんだか不思議な
気持ちをしたのを覚えています。
つまるところ私自身は父親不在の中で育ってきましたが、様々なところで「父親役割」を引き受
けてくれるような存在に支えられながら生きてきました。それは時には葛藤的な関係にもなります
が、保護的・支持的な関係にもなります。指導関係ではなく、職場の「親に近い年齢の同僚」とし
て出会った岡部先生はまさに「支持的」な部分を引き受けて下さった存在でした。いまはカフェイ
ンを控えていますが、先生方と都庁の帰りに新宿の煙草くさい喫茶店で一緒にいただいた珈琲と牡
蠣トーストのこと、ふと思い出します。
自分は岡部先生からいただいたものをちゃんと返せるだろうか。他の人を励まし、勇気づけ、そ
の人の力を育てるお手伝いができているだろうか。今後もできるだろうか。引き続き、自分自身に
問いかけ続けていきたいと思っています。
地域福祉を批判的に検討すること
 室田信一
私が首都大学東京に着任してから 7 年が経過するが、その間、岡部先生と同僚として過ごすこと
ができたことを幸いに思う。私と岡部先生はふたまわりほど歳の差があるため、同僚というにはお
こがましい気がするが、上司と部下という関係ではなく、研究者としての大先輩と後輩という関係
ではあるものの、岡部先生は私を一研究者として常にリスペクトして接してくださったので、敬愛
の意を込めて同僚と表現させていただく。
この 7 年間で何度、岡部先生と立ち話をしただろうか。多くの場合、岡部先生が私の研究室を訪
ねてくださり（廊下の向かいなので、訪ねるほどの距離ではないが）、研究や教育についてお話しさ
せていただいた。何か用件があって訪問してくださるときもあれば、特に用件はなく、ふらっと顔
を出してくださり「室田さんは地域共生社会についてどう思う」というような「お題」で 30 分から
長い時は 1時間以上話したこともあった。「シュークリーム買ってきたから」と岡部研究室にお誘い
を受け、洋菓子と紅茶をいただきながらお話ししたことも何度かあった。
「お話し」というよりも「議論」に近いかもしれないが、あまり堅苦しい話し合いではなく、談笑
しながら社会福祉の抱える課題や矛盾点について意見交換する場となっていたように思う。私の専
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門が地域福祉なので、話のネタはたいてい地域福祉に関する内容だった。岡部先生が「お題」を設
定してくださることがほとんどで、それはいつも突然始まる。「地域福祉って何なのかよくわからな
い」「『我が事・丸ごと』ってどうなの」というように岡部先生の問題意識をまずは投げかけてくだ
さり、そこからジャムセッションのように地域福祉談義が始まる。多くの場合は、制度化・政策化
されていく地域福祉の矛盾点について意見を交わした。岡部先生のご専門は公的扶助であるため、
公的な役割を拡大することに対して積極的と思われる方も多いかもしれないが、公的責任の重要性
とともに、ボランタリー・アクションの重要性についても積極的な考えをお持ちである。そのため、
昨今の地域福祉をめぐる政策に対して、純粋な意味でのボランタリー・アクションが失われかねな
い状況を危惧されることが多かった。
かくいう私も、地域福祉研究者の端くれではあるものの、地域福祉を批判的に検討することを意
識している方だと自負している。岡部先生との意見交換でも、そのような自分の立場を明確にして
いるが、それでも岡部先生は手厳しく、地域福祉の問題点を私に投げかけてくる。そのため、私は
岡部先生に同調して地域福祉を批判するものの、批判すればするだけ、自分が地域福祉を専門とし
ていることの矛盾が露呈し、自分が存在することの意義が失われると感じることが多かった。岡部
先生は地域福祉の批判を通して、私が研究者としての立ち位置や使命と向き合うことを手伝ってく
ださっていたのだと思う。「あなたはなぜ地域福祉を研究するの。」「その地域福祉は本当に世の中の
役に立っているの。」「もし役に立っていないとしたら、それをそのまま放置してても良いの。」そう
したクリティカルな問いかけ（コーチング）を定期的に受けることができたことが、地域福祉研究
者としての今の私を作り上げてきたと感じている。
今年の春から、岡部先生とそうした立ち話ができなくなってしまうと思うと、寂しいと同時に不
安にも感じる。今後は心の中の岡部先生の声を頼りに、地域福祉研究者としての自分の立ち位置を
しっかりと築いていきたいと思う。
いつも心に灯りを
 安藤　藍
他の先生方や院生の皆さん、スタッフの方々より岡部先生と共有させていただいた時間はずっと
短いけれど、先生の背中をみて過ごした 3年間を振り返りつつ書かせていただく。
私が岡部先生と初めてお話させていただいたのは、辞令をいただいたときのことだと思う。2015
年 12 月当時、岡部先生は人文・社会系系長をつとめられていたので、辞令を系長室で直接いただい
たのだ。生活保護制度、貧困研究の第一人者でいらしたから、ポスドクを終えたほやほやの私にとっ
ては雲の上の存在である。系長室で黒っぽいジャケットを着こなした岡部先生からは、辞令ととも
にいくつか ( 超 ) 若手研究者にむけて言葉をいただいた。身が引き締まるのはもちろんであったが、
心遣いのことばが緊張した身に嬉しかった。
とりわけ多くの学生を抱えた研究室からは、たくさんの学生が巣立って活躍されている。ぎっし
り詰まった本や書類の間でひざをつきあわせ、学生に向き合う姿は教育者としてあるべき姿を垣間
見せていただいたように思う。学外での仕事も数多くこなす合間にも、喫茶店で指導したりといつ
も学生を優先していらした。顔をなかなか見せない学生への配慮や研究室運営への気遣いなど、目
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に見えないアンテナがいつもはられていた。それに守られて、多くの学生が巣立っていけたのだろう。
私は学生ではなかったが、いつも若手の立場を慮って大切にしてくださったことをしみじみと感じ
る。
また研究にも教育にも関係がないが、研究室に電気がついていると、つい悩み事を聞いていただ
いたり、シュークリームやら甘いものにつられて長居してしまうこともしばしばだった。ある年は
誕生日にケーキを買っていただき（ちゃんとろうそくもつけてくださって）、白井さんとお祝いして
いただいた。大人になってから職場でホールケーキで誕生日を祝われる経験ができるとはつゆ思っ
ていなかった。研究室・教室スタッフや学生に対する態度もそうで、まわりの人を想う気持ちがと
ても素敵でありがたいと思ったものだった。
さて、冒頭の辞令をいただいたときのことに戻る。その日の午後であったか、再び社福前の廊下
や事務室で岡部先生にお会いしたときは、先程のジャケットの先生ではなく、ジーンズに綿シャツ
にニットのようなカジュアルな服装だったため一瞬気がつかず、どこで早着替えされたのかとハテ
ナマークがついたことも懐かしく思い出される。後で気づいたことだが、いつもカジュアルでいる
のは、人を警戒させたり遠慮させたりしないためでもあるのだろう。岡部先生の部屋は、よく様々
な部署の方が立ち寄り、お話をされていたものだった。飾らず、大変な時でもそれを笑いにかえて
しまうおおらかさが、ついドアをたたいてしまう人の絶えない理由のひとつだったように思う。物
理的に遅くまで研究室に電気がついているということではなく、いつもどこかに暖かい灯りがとも
る居場所であったことに、心から感謝を申し上げたい。そのような存在にほんの少しでも近づける
よう、精進したいと思う。
本当に長い間お疲れ様でした。岡部先生の今後の益々のご活躍を心より祈念しています。
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岡部卓先生略歴・業績一覧
生年月日　　1953 年 11 月 27 日
【学歴】
1977 年 3 月　日本社会事業大学社会福祉学部社会事業学科　卒業
1979 年 3 月　明治学院大学大学院社会学研究科社会福祉学専攻修士課程
【職歴】
1980 年 4 月　横浜市役所　事務吏員
1990 年 9 月　日本社会事業大学 社会福祉学部実習教育室 実習講師 室長補佐
1992 年 4 月　日本社会事業大学 日本社会事業学校 教員 教務主任
1995 年 4 月　東京都立大学 人文学部社会福祉学科 助教授
2001 年 4 月　東京都立大学大学院 社会科学研究科 教授
2005 年 4 月　首都大学東京大学院人文科学研究科（改組） 教授
【主な業績】
著書・編著
・『生活困窮者自立支援―支援の考え方・制度解説・支援方法』、編著、2018 年 11 月、中央法規出版
・ 『生活保護ソーシャルワークはいま―より良い実践を目指して』、2017 年 7 月、共編著、ミネルヴァ
書房
・ 『生活困窮者自立支援ハンドブック』編著、2015 年 6 月、中央法規出版
・ 『福祉事務所ソーシャルワーカー必携―生活保護における社会福祉実践』、単著、1998、2003 改訂版、
新版 2014、全国社会福祉協議会
・ 『生活保護自立支援プログラムの構築―官学連携による個別支援プログラムの Plan・Do・See』、
著者代表、2007、ぎょうせい
・ 『貧困問題とソーシャルワーク』、共編著、2003、有斐閣
論文等
・ 「生活困窮者の自立・尊厳の確保と地域づくり」、『月刊福祉』7 月号、全国社会福祉協議会、2018 年、
pp. 40-45
・ 「社会福祉と個人情報」首都大学東京・人文科学研究科・人文学報編集委員会『人文学報』№ 514-
3、2018 年、pp. 1-13
・ 「個人 ･ 地域へのまなざし，問われる支援―生活困窮者自立支援法を通して―」『コミュニティソー
シャルワーク 16』、NPO 法人・日本地域福祉研究所、2016 年、pp. 2-3
・ 「特集 2 生活困窮者支援を問う　生活困窮者自立支援制度をどうみるか―事業の観点から」『都市
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問題』8 月号 Vol. 106、2015 年、pp. 44-51
・ 「救護施設の動態―全国救護施設調査（開設から 2006 年まで）―」首都大学東京・人文科学研究科・
人文学報編集委員会『人文学報』第 469 号、2013 年、pp. 53-276
・ 「生活保護をめぐる諸課題」『法律の広場　11 月号』ぎょうせい、2012 年、pp. 50-56
・ 「現代の貧困にどう立ち向かうか―防貧と救貧のパラドックス―」日本社会福祉学会編『対論　社
会福祉学 2　社会福祉政策』中央法規出版、2012 年、pp. 53-90
・ 「生活保護制度の現状と今後の展望」『現代の社会福祉 100 の論点』Vol. 2、月刊福祉（増刊号）、
全国社会福祉協議会、2012 年、pp. 76-77
・ 「ソーシャルワークによる脱−貧困への取組み」『ソーシャルワーク学会誌』第 19 号、日本ソーシャ
ルワーク学会、2010 年、pp. 27-42
・ 「生活保護制度の課題と展望」『月刊福祉　100 年記念増刊号　現代社会の 100 の論点』全国社会福
祉協議会、2010 年、pp. 66-67
・ 「生活保護における自立支援」『社会保障のモデルチェンジ』第 24 号、日本社会保障法学会、法律
文化社、2009 年、pp. 152-166
・ 「巻頭言　脱 - 貧困への道筋」『社会政策研究』第 9 号、東信堂、2009 年、pp. 3-9
・ 「生活保護制度と社会保障制度」『都市問題研究』第 60 巻・第 3 号（通巻 687 号）、都市問題研究、
2008 年、pp. 3-13
・ 「福祉事務所のゆくえ―成立・展開・変容―」『社会福祉研究』第 101 号、鉄道弘済会、2008 年、
pp. 22-31
・ 「貧困・低所得層の自立支援」社会政策学会編『経済発展と社会政策　東アジアにおける差異と共
通性』社会政策学会誌第 18 号、法律文化社、2007 年、pp. 129-132
・ 「政策動向：何が福祉国家を後退させてきたか」青木紀・杉村宏編著『現代の貧困と不平等―日本・
アメリカの現実と反貧困戦略―』明石書店、2007 年、pp. 166-172
・ 「ホームレス問題と自立支援―動向と課題」『社会福祉研究』第 90 号、鉄道弘済会、2004 年、pp. 
88-98
・ 「地域福祉と社会的排除―ホームレス支援の課題と展望―」東京都立大学『人文学報』第 339 号、
2003 年、pp. 69-94
・ 「生活保護制度の展開・変容」『社会事業史研究』第 30 号，社会事業史学会、2002 年、pp. 57-96．
・ 「貧困問題と社会保障―生活保護制度『再検証』―」『社会福祉研究』83 号，鉄道弘済会、2003 年、
pp. 20-31
・ 「権利擁護の基底としての生活問題への視座」『第 31 回日本社会事業学校連盟セミナー』、2001 年、
pp. 32-36
・ 「制度改革とこれからの福祉事務所−生活保護を中心として」『社会福祉研究』№ 80、鉄道弘済会、
2001 年、pp. 54-61
・ 「生活保護と福祉事務所―課題と展望―」『月刊福祉』8 月号、全国社会福祉協議会、2000 年、pp. 
32-37
・ 「関連専門職との連携を志向した生活保護ソーシャルワーカー研修の試み」『社会福祉実践理論研究』
6 号、社会福祉実践理論学会、1997 年、pp. 51-60
・ 「福祉事務所の成立・展開と今後の方向」松崎喜良・藤城恒昭・戸田隆一・笛木俊一編『福祉事務
所と社会福祉労働者』ミネルヴァ書房、1997 年、pp. 3-33
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・ 「ホームレスと援助サービス」小野哲郎・津田光輝・湯浅晃三編『公的扶助と社会福祉サービス』
ミネルヴァ書房、1997 年、pp. 449-466
・ 「ソーシャルワーカーのアイデンティティ」『ソーシャルワーカー』4 号、日本ソーシャルワーカー
協会、1996 年、pp. 58-64
・ 「これからの福祉事務所―福祉事務所「改革」の動向と今後の展開―」『社会福祉研究』59（3）、
鉄道弘済会、1994 年、pp. 39-47
・ 「変革期における福祉事務所の課題と展望―措置権町村移譲と福祉事務所『再編』の動向と今後の
展開―」『社会福祉研究』第 56 号、鉄道弘済会、1993 年、pp. 2-8
・ 「町村における社会福祉運営実施体制の検討―町村福祉事務所を例に―」『日本社会事業大学研究
所年報』第 28 号、1992 年、pp. 191-214
・ 「福祉・保健・医療専門職養成過程・過程の現状と課題」『老人保健医療福祉に関する理論研究事
業の調査研究報告書Ⅱ』財団法人長寿社会開発センター、1992 年、pp. 254-290．
・ 「福祉事務所『再編』の意義と課題」『日本社会事業大学紀要』第 38 集、1992 年、pp. 161-191
・ 「公的扶助における援助者側の意識―母子世帯の援助をめぐって―」『日本社会事業大学研究所年報』
第 27 号、1991 年、pp. 217-244
・ 「公的扶助における受給者側の意識に関する一考察―生活保護実施過程を通して―」『ソーシャル
ワーク研究』Vol. 16，№ 3、相川書房、1990 年、pp. 179-188
・ 「P. タウンゼント貧困論の基本的視角」日本社会事業大学『社会事業研究』№ 18、1979、pp. 80-91
 他 72 件
テキスト
・『公的扶助論』、共編著、1998 年～各年度版、全国社会福祉協議会
・ 『低所得者に対する支援と生活保護制度』、共編著、2009 年、2010 年、2014 年、2019 年、中央法
規出版
・『生活保護の相談援助活動　自己点検ワークブック』、共著、2009 年、中央法規出版
・『よくわかる公的扶助―低所得者支援と生活保護制度』、共編著、2008 年、ミネルヴァ書房
・『公的扶助論』、共編著、2007、ミネルヴァ書房
・『社会保険と公的扶助―社会保障の全体像』、監修、2002 年、丸善
・『精神保健福祉士養成セミナー　公的扶助論』共編著、1998 年、へるす出版
 他 27 件
学会報告等
・ 「日本における貧困・低所得者対策の動向」『リスク社会到来に伴う社会福祉の課題と展望』日韓セッ
ション：韓国社会福祉学会―日本社会福祉学会、pp. 65-84、韓国釜山、2014 年
・ シンポジウム「貧困に社会福祉学はどう立ち向かうか　政策論の観点から」『貧困と政治―貧困に
社会福祉学はどう立ち向かうか―』第 9 回日本社会福祉学会フォーラム，シンポジスト，札幌エ
ルプラザ、2012 年
・ 「生活保護における自立支援」日本社会保障法学会ミニシンポジウム B『生活保護受給者に対する
自立支援プログラムの意義と問題点』2008 年
・ 「ミニマム保障の観点からみる政策動向と今後の課題・展望」日本社会福祉学会『第 4 回　日本社
人文学報　No.515−3（社会福祉学　35）2019.3
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会福祉学会　政策・理論フォーラム　報告要旨・資料集』、pp. 23-29、2007 年
・ 「生活保護をめぐる課題と展望」『日本地域福祉学会第 16 回大会　報告要旨集』，pp. 164-165、
2002 年
・ 「地域福祉と社会的排除②～生活支援をめぐる諸相と展望」『日本地域福祉学会第 16 回大会』，武
蔵野女子大学，pp. 1-10、2002 年
 他 47 件
報告書
・ 『科学研究費補助金・基盤研究（B）　課題便号：26285132　生活保護受給世帯における子どもの進
路選択に関する研究−フォローアップ調査を通じて−』研究報告書（2017 年度）、2018 年、研究
代表者
・ 『科学研究費補助金・基盤研究（B）　課題便号：18330122　生活保護における自立支援の在り方に
関する研究』総括・分担研究報告書、2010 年、研究代表者
・ 『生活保護受給有子世帯の生活実態と養育・教育支援および就労支援方策に関する研究　厚生労働
科学研究費補助金政策科学推進研究事業　平成 19 年度総括・分担研究報告書』主任研究者、2008 年
 他 98 件
辞典
・ ｢第Ⅱ部　1 章　生計を支える（序文）｣「わが国における貧困対策の体系」「生活保護改革」日本社
会福祉学会事典編集委員会『社会福祉学事典』、共編著、丸善出版株式会社、2014 年、p. 237，pp. 
252-253、272-273
・ 「社会政策」、「ナショナル・ミニマム」、「生活保護制度」『福祉重要用語 300 の基礎知識』、共編著、
明治図書、2000 年、p. 255、256、284
 他 73 件
書評
・ 「中沢卓実・結城康博編著『孤立死を防ぐ：支援の実際と政策の動向　更宿施設に求められる生活
時困窮者支援のあり方』」『社会福祉学』Vol.54-2　№ 108、日本社会福祉学会、2013 年、p.133
 他 6 件
翻訳
・ 国際社会福祉比較研究会（仲村優一代表）『社会福祉水準の国際比較研究―都市レベルにおける福
祉サービスの実施状況』資料編、東京都福祉局委託事業、1991 年、pp. 77-88
岡部卓先生略歴・業績一覧
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